
  

朝日の｢宝物｣たちのために 

      朝日地域学校運営協議会だより 

                                                   令和７年 11 月 第２号 
 

 

令和７年 10月 27日に、朝日中学校を会場と
して、令和７年度第２回目の朝日地域学校運営
協議会が開催されました。 
 今回の学校運営協議会は、感性教育講話「地
域語り合い」に学校運営協議会の委員の皆様に
もご参加いただきました。中学生と地域の大人
が一緒になって中学生の個性や将来について、
地域のためにどんなことができるのかなどを語り
合いました。 
 学校運営協議会としては初めての試みとなり
ましたが、委員の皆様にはお忙しい中たくさんの
方にご参加いただきました。以下は参加者（委員
以外の方も含みます。）皆様からお声です。 
 
【参加してみた感想】 
■自分の意見だけでなく実現させるための方策についても様々の情報を収集して取り組む姿に
感心させられました。 
■昨年度とはねらいも学年もことなるので比較はできませんが、今年は「地域語り合い」と言うに
は地域性が薄かったと思います。自分の良さを見つけて、友達のテーマに生かすには時間も不十
分かと…。自分自身のテーマについて話題にした方が盛り上がったのかな？ 
■グループの中に、自分が研究したテーマを話せる人がいればもっと話が弾んだのではないかと
思いました。 
■よい経験となりました。 
■「私を語る 10 の言葉」…10 個書くのは案外難しい⁉自分に向き合ういい機会になったと思い
ます。それを聞き合うこと、質問、感想で交換することでお互いを理解し、距離を縮めることもで
きたと感じました。 
■全体の時間配分のうち、自己紹介にかかる時間が多くて、後半の課題検討の時間が少なかっ
た気がする。 
■みんなが考えている朝日のこれからの可能性を触れることができて良かった。朝日のマイナス
なところだけでなく、違う視点から出てくる想像もつかなかったアイディアに驚いた。よく考えて調
べていることが分かった。 
■Cグループの 1、2年生が素直で元気いっぱいの生徒で、大人参加者の小野寺さんのあたたか
い見守りもあり、良い対話の場になりました。ワーク 1 と 2 でお互いのエンパワメントができまし
た。ワーク 3も闊達な話し合いができ、生徒もグラフィックに挑戦してくれましたが、自分の強みを

活かして、という部分まで深めることが難しいと感
じました。全体を通してとても楽しく、有難うござい
ました。 
■グループワークの時間が少なかった。関連して
いるテーマ 2 つでしたが、時間を長く設けるか、テ
ーマ 1 つにするなど、もう少し内容を検討したかっ
た。 
■生徒の皆さんが地域の方とともに、朝日の未来
について語る姿がすてきでした。 
未来デザインをプレゼンして終わりではなく、自分
たちの強みを通してできることを考えたり、話し合
ったりすることが、地域語り合いのよさなのではと
思いました。 



■今後も継続してほしいと思います。今回は他
の人の生徒の意見のため、アイディアに対しての
思いが見えづらく、深堀りしづらかった。 
■テーブルファシリテーターとして参加させてい
ただきました。学校・地域・行政・外部の団体が
参画して地域のことを考える場は重要とは言わ
れておりますが、実際にその取り組みを実践段
階まで進めている地域はまだ少なく、非常に貴
重だと感じました。 
■テーブルファシリテーターとしては拙い部分も
あったかと思いますが、少しでも生徒の皆さん
の学びのお手伝いができていれば幸いです。 
■中学生が地域の大人と語り合うよい機会だと 

                              思いました。 
■テーブルファシリテーターという役割でありながら、毎回生徒や地域の方々との対話を楽しま
せていただいています。対話の中で生徒たちの主体性や柔軟性を感じられたのが印象的です
が、課題研究をテーマにした時に学年の違いでどうしても温度差・視点の違いがある中での対話
に難しさを感じました。 
 
【今後の朝日中生に期待すること】 
◆自分の育った「地域」の良さを、大人になっても忘れないでほしい。 
◆朝日中の生徒は他地域より地域に対する思いがあると感じます。広い世界に目を向けながら
も地域に対する思いや行動力を持つ人になってほしい
です。 
◆地域の活動にこれまで以上に参加してもらいたい。 
◆地域に魅力があるのでもっと朝日のことを知ってほ
しい。 
◆地元に目を向ける人であってほしい。 
◆みんなが朝日の良さを知っていることや、好きだと
感じることに誇りをもって、朝日の明るい未来を最後ま
で諦めないでいてほしい。 
◆対話や協働の姿勢はあるように感じましたので、失
敗を含めて沢山の経験をして、他流試合を重ねなが
ら、学校外でも学ぶことにより自身の成長が促される
ということを理解してほしいです。 
◆自分の夢実現のために頑張ってほしい。 
◆地域資源と生徒の興味を掛け合わせるという発想や、それを個人個人が深めていく学習方法
は非常に面白く有意義なものだと感じました。 
◆今後とも様々な立場の方々と関わりながら、沢山の経験を得てもらえればと感じております。 

◆今回の語り合いを通して郷土愛を感じた
ので、地域への興味を持ち続けてほしいで
す。また、課題を解決することは簡単ではな
いけれど、探求し続ける意識を持ってほしい
です。 
 
 
以上、アンケートをもとにお伝えいたしまし
た。今後の本会の活動にご理解とご協力、よ
ろしくお願いいたします。 
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